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と
ん
ど
で
す
。�

情
を
こ
め
て
語�

る
場
面
や
怒
る�

場
面
、
泣
く
場�

面
と
必
ず
節
目�

が
あ
り
、
喜
怒�

哀
楽
を
表
現
し�

た
場
面
が
多
く�

あ
り
ま
す
。
最�

初
は
、
わ
か
り�

に
く
く
て
も
、�

人
形
の
仕
草
を
見
て
い
る
と
何
と
な
く
内

容
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と

ん
ど
の
物
語
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
す
。

悪
人
が
出
て
き
て
主
人
公
を
困
ら
せ
た
り

し
て
も
、
必
ず
ヒ
ー
ロ
ー
が
現
れ
て
、
一

件
落
着
し
ま
す
。
見
て
い
て
気
持
ち
の
い

い
物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財�

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財�

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財�
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讃
岐
源
之
丞
人
形
頭

讃
岐
源
之
丞
人
形
頭
お
よ
お
よ
び
衣
裳
衣
裳（
三
野
町
野
町
）�

84
　
宇
賀
神
社
古
式
醸
造
用
具

宇
賀
神
社
古
式
醸
造
用
具
…
（
豊
中
町
）

…
（
豊
中
町
）�

85
　
粟
島
伊
勢
神
宮
奉
納
舟
絵
馬
（
詫
間
町
）

粟
島
伊
勢
神
宮
奉
納
舟
絵
馬
（
詫
間
町
）�

�

86
　
こ
ん
ぴ
ら
道
標
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

こ
ん
ぴ
ら
道
標
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

87
　
石
造
六
地
蔵
像
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

石
造
六
地
蔵
像
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

88
　
船
越
八
幡
神
社
奉
納
絵
馬
…
（
詫
間
町
）

船
越
八
幡
神
社
奉
納
絵
馬
…
（
詫
間
町
）�

��������������

89
　
人
形
浄
瑠
璃
用
具
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

人
形
浄
瑠
璃
用
具
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

90
　
鯛
し
ば
り
網
漁
絵
馬
…
…
…
（
仁
尾
町
）

鯛
し
ば
り
網
漁
絵
馬
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

91
　
冬
網
ぼ
ら
漁
絵
馬
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

冬
網
ぼ
ら
漁
絵
馬
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

���

92
　
家
浦
二
頭
獅
子
舞
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

家
浦
二
頭
獅
子
舞
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

93
　
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
…
…
…
…
（
三
野
町
）

吉
津
夫
婦
獅
子
舞
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

94
　
彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
…
…
（
財
田
町
）

彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
…
…
（
財
田
町
）�

95
　
生
里
生
里
・
大
浜
大
浜
・
粟
島
も
も
て
祭
（
詫
間
町
）

粟
島
も
も
て
祭
（
詫
間
町
）�

96
　
賀
茂
神
社
長
床
神
事
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
長
床
神
事
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

97
　
讃
岐
源
之
丞
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

讃
岐
源
之
丞
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

�

98
　
亥
の
子
行
事
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

亥
の
子
行
事
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

99
　
小
笠
原
流
神
田
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）

小
笠
原
流
神
田
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）�

100
　
菅
生
神
社
奴
行
列
…
…
…
…
（
山
本
町
）

菅
生
神
社
奴
行
列
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

������������

101
　
さ
い
さ
い
踊
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

さ
い
さ
い
踊
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

102
　
七
宝
古
流
本
村
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）

七
宝
古
流
本
村
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）�

103
　
船
越
八
幡
神
社

船
越
八
幡
神
社
の
オ
ト
グ
イ
神
事
神
事（
詫
間
町

詫
間
町
）�

104
　
賀
茂
神
社
祭
礼

賀
茂
神
社
祭
礼  

附
御
神
船

附
御
神
船
一
隻（
仁
尾
町

仁
尾
町
）�

105
　
熊
岡
八
幡
宮
一
つ
物
神
事
…
（
豊
中
町
）

熊
岡
八
幡
宮
一
つ
物
神
事
…
（
豊
中
町
）�

106
　
宇
賀
神
社
ど
ぶ
ろ
く
祭
…
…
（
豊
中
町
）

宇
賀
神
社
ど
ぶ
ろ
く
祭
…
…
（
豊
中
町
）�

インタビュー�
讃岐源之丞7代目座長�
三好良夫さん�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲毎週金曜日に大見公民館で練習しています�

▲人形の頭は当時のものを�
　　　　今も大切に使っています�

▲太夫は場面にあわせて声色を使い分けます�

（
先
月
号
よ
り
続
き
）�

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財�

　
私
は
20
年
前
の
41
歳
の
と
き
に
始
め
ま

し
た
。
近
所
の
人
が
座
長
を
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
人
に
誘
わ
れ
て
入
り
ま
し
た
。

小
さ
い
と
き
に
、
冬
の
農
閑
期
に
な
る
と

近
所
で
三
味
線
の
音
が
聞
こ
え
た
り
、
語

り
の
練
習
を
見
た
り
し
て
い
た
の
で
、
懐

か
し
い
気
持
ち
で
始
め
ま
し
た
。�

　
座
員
は
、
今
で
こ
そ
20
人
い
ま
す
が
、

当
時
は
8
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
私
が
一
番

の
若
手
で
し
た
（
笑
）�

�

　
当
時
は
、
先
輩
が
教
え
て
く
れ
て
い
ま

た
。
た
だ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
あ
る
わ

け
で
も
な
い
し
、
教
え
る
方
も
う
ろ
覚
え

の
中
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の

時
々
で
人
形
の
動
き
や
仕
草
が
違
っ
て
い

ま
し
た
。�

　
そ
ん
な
中
、�

当
時
の
教
育
委�

員
会
の
人
の
お�

世
話
も
あ
り
、�

文
楽（
大
阪
）の�

浄
瑠
璃
の
先
生�

の
指
導
を
い
た�

だ
け
る
よ
う
に�

な
り
、
人
形
使�

い
は
年
4
回
、�

太
夫
（
語
り
）
と
三
味
線
は
年
7
回
指
導

に
き
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

プ
ロ
の
迫
力
、
き
め
細
や
か
な
動
き
に
近

づ
け
る
よ
う
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。�

��

　
浄
瑠
璃
は
ひ
と
つ
の
物
語
に
な
っ
て
い

て
、
義
理
人
情
を
題
材
と
す
る
も
の
が
ほ

讃
岐
源
之
丞
を
見
る
に
は�

�

日
時  

11
月
1
日（
日
）12
時
30
分
頃�

場
所  

三
野
町
体
育
セ
ン
タ
ー�

�

日
時  

11
月
8
日（
日
）午
前
11
時
頃�

場
所  

大
見
小
学
校�

�

日
時  

11
月
23
日（
月
・
祝
）午
後
1
時
頃�

場
所  

イ
ン
パ
ル
み
の�

�

日
時  

11
月
29
日（
日
）午
前
11
時
頃�

場
所  

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ�

　
太
夫（
語
り
）と
三
味
線
の
音
色
に
合
わ

せ
て
人
形
を
使
い
、
義
理
人
情
物
語
の
喜

怒
哀
楽
を
巧
み
に
表
現
す
る
人
形
浄
瑠
璃
。

そ
の
人
形
浄
瑠
璃
を
約
1
0
0
年
に
渡
っ

て
上
演
し
続
け
て
い
る
讃
岐
源
之
丞
。�

　
讃
岐
源
之
丞
は
、
明
治
30
年
に
、
初
代

三
好
三
昇
こ
と
三
好
富
太
郎
氏
（
大
見
村
）

が
仁
尾
か
ら
人
形
を
購
入
し
て
大
見
座
を

設
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。�

　
し
か
し
戦
後
、
大
衆
文
化
の
多
様
化
に

伴
っ
て
讃
岐
源
之
丞
も
衰
退
し
、一
時
は
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
50
年
か
ら
は
一
座
を
守
る
た
め
後
継

者
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

数
多
く
の
公
演�

が
行
わ
れ
る
ほ�

ど
力
を
蓄
え
て�

き
ま
し
た
。
ま�

た
、
国
立
文
楽�

劇
場
か
ら
指
導�

者
を
招
い
て
技�

術
の
向
上
に
も�

努
め
て
い
ま
す
。�

た
ゆ
う�

▲讃岐源之丞保存会は、11月の大坊市と�
　3月の弥谷市で定期公演を行っています�
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107
　
二
ノ
宮
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

二
ノ
宮
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

108
　
天
霧
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

天
霧
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

109
　
宗
吉
瓦
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

宗
吉
瓦
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

�

110
　
歓
喜
院
内
の
瓦
窯
跡
…
…
…
（
高
瀬
町
）

歓
喜
院
内
の
瓦
窯
跡
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

111
　
小
蔦
島
貝
塚
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

小
蔦
島
貝
塚
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

112
　
弥
谷
寺
信
仰
遺
跡
…
…
…
…
（
三
野
町
）

弥
谷
寺
信
仰
遺
跡
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

113
　
辻
の
札
場
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

辻
の
札
場
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

����������

114
　
南
草
木
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

南
草
木
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

115
　
興
隆
寺
跡
石
塔
群
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

興
隆
寺
跡
石
塔
群
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

116
　
紫
雲
出
山
遺
跡
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

紫
雲
出
山
遺
跡
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

�

117
　
仁
尾
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

仁
尾
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

������������

118
　
道
場
前
の
石
積
み
の
井
戸
…
（
仁
尾
町
）

道
場
前
の
石
積
み
の
井
戸
…
（
仁
尾
町
）�

119
　
延
命
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

延
命
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

���������

120
　
道
音
寺
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

道
音
寺
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

121
　
一
里
塚
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

一
里
塚
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

122
　
尊
澄
法
親
王
御
旧
跡
…
…
…
（
詫
間
町
）

尊
澄
法
親
王
御
旧
跡
…
…
…
（
詫
間
町
）�

123
　
馬
城
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

馬
城
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

124
　
宗
運
寺
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

宗
運
寺
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

125
　
山
王
山
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

山
王
山
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

126
　
あ
み
だ
地
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

あ
み
だ
地
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

127
　
高
井
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

高
井
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

128
　
郷
さ
か
い
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

郷
さ
か
い
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

129
　
神
田
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

神
田
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

��������

130
　
千
田
堤
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

千
田
堤
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

131
　
大
塚
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

大
塚
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

132
　
六
の
坪
…
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

六
の
坪
…
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

133
　
一
つ
物
聖
地
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

一
つ
物
聖
地
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

134
　
妙
見
山
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

妙
見
山
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲昭和35年頃の踊り風景�

インタビュー�
彌与苗踊保存会�
会長　荒川和敏さん�

史
　
　
　
跡�

▲一昨年は中国・四国ブロック民俗芸能大会に出場しました�▲入樋公民館で親、子、孫まで世代を超えて集まって練習しています�

▲現在、メンバーは約30人。ふるさとを思う気持ちはみんな同じです�

彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
を
見
る
に
は�

�

日
時
　
11
月
1
日（
日
）12
時
30
分
頃�

場
所
　
財
田
町
公
民
館�

　
今
一
番
望
む
こ
と
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
な
じ
ん
で
も
ら
い
、
ず
っ
と
後
世
に
残

し
て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
先
人
た

ち
が
築
い
て
き
た
財
産
を
重
荷
に
感
じ
な

い
で
、
み
ん
な
が
輪
に
な
る
き
っ
か
け
と

考
え
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。�

　
自
分
の
地
元
に
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統

が
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
、
未
来
へ

つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。�

の
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。�

　
遠
く
は
徳
島
県
の
剣
山
の
中
腹
の
神
社

に
も
呼
ば
れ
て
踊
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

�

　
昔
は
、
ほ
と
ん
ど
青
年
だ
け
で
踊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
青
年
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
20
年
前
か
ら
は
、
子
ど
も
を
入
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
入
れ
ば
、
に

ぎ
や
か
に
な
り
、
活
気
づ
く
の
で
。
そ
の

こ
ろ
の
子
ど
も
が
、
今
、
青
年
に
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

踊
り
が
地
味
な
の
で
、
中
学
生
ぐ
ら
い
に

な
る
と
、
な
か
な
か
来
て
く
れ
な
い
ん
で

す
け
ど
ね
（
笑
）�

　
私
は
、
前
会
長
の
近
所
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
昔
は
、
娯
楽
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
若
者
が
集
ま
っ
て

踊
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
雨
が
降
ら
な
い
時
期
が
続
い

た
ら
、
龍
神
様
を
祀
っ
て
あ
る
地
元
の
山

の
頂
上
で
、
麦
わ
ら
を
燃
や
し
て
火
を
焚

い
て
、
そ
の
周
り
で
夜
を
通
し
て
踊
っ
て

雨
を
願
い
ま
し
た
。�

�

　
彌
与
苗
踊
は
、
入
葉
・
彌
与
苗
・
長
生
・

糸
巻
・
御
元
・
す
く
い
の
6
曲
を
、
雨
が

降
る
ま
で
繰
り
返
し
踊
り
続
け
ま
す
。
雨

が
降
る
ま
で
と
言
う
と
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
話
で
す
が
、
実
際
に
一
度
、
本
当
に

雨
が
降
り
だ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

�

　
そ
れ
は
、
昭
和
6
年
ご
ろ
の
大
干
ば
つ

の
と
き
、
粟
井
村
・
豊
田
村
か
ら
依
頼
が

あ
っ
て
夜
通
し
踊
り
、
朝
方
帰
っ
て
く
る

と
き
に
、
た
ま
た
ま
雨
が
降
り
ま
し
て
大

変
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
た

　
彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
は
、
財
田
中

入
樋
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
古
式
の
雨

乞
い
踊
り
で
す
。
彌
与
苗
踊
は
、
長
久
4

年（
1
0
4
3
年
）春
、
大
干
ば
つ
に
よ
り

苗
代
の
水
が
な
い
時
に
、
雨
ノ
宮
神
社
で

村
人
が
音
頭
を
作
っ
て
雨
乞
い
踊
り
を
し

た
と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
雨
が
降
り
豊
作
を

得
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
「
い
よ
い
よ

苗
を
与
え
る
」
意
味
か
ら
「
彌
与
苗
踊
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
干

ば
つ
の
度
に
村
人
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
彌
与
苗
踊
は
も
と
も
と
見
せ
物
で
は
な

く
、
ひ
た
す
ら
雨
乞
い
を
踏
み
舞
う
姿
に

生
活
の
厳
し
さ
が
感
じ
取
れ
る
踊
り
で
す
。�

　
彌
与
苗
踊
は
雨
乞
い
の
踊
り
、
八
千
歳

踊
と
繰
上
踊
は
収
穫
の
お
礼
の
踊
り
に
な

り
ま
す
。�

い
る
ひ�

や

よ

な

�

や

と

せ

�

く
り
あ
げ�

市

指

定

史

跡

�

県

指

定

史

跡

�
ま
つ�

い
と
ま
き�

お
も
と�

ち
ょ
う
せ
い�
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岡
本
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

岡
本
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

136
　
西
行
法
師
来
遊
の
地
…
…
…
（
三
野
町
）

西
行
法
師
来
遊
の
地
…
…
…
（
三
野
町
）�

��������

137
　
手
石
場
の
窯
跡
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

手
石
場
の
窯
跡
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

138
　
貴
峰
山
城
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

貴
峰
山
城
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

139
　
真
鍋
弥
太
夫
の
墓
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

真
鍋
弥
太
夫
の
墓
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

140
　
石
舟
一
号
・
二
号
墳
…
…
…
（
高
瀬
町
）

石
舟
一
号
・
二
号
墳
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

141
　
矢
ノ
岡
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

矢
ノ
岡
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

142
　
麻
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

麻
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

143
　
天
霧
城
主
香
川
氏
代
々
の
墓
（
三
野
町
）

天
霧
城
主
香
川
氏
代
々
の
墓
（
三
野
町
）�

144
　
汐
木
港
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

汐
木
港
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

145
　
吉
吾
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

吉
吾
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

146
　
本
篠
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

本
篠
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

147
　
山
辺
古
墳
跡
地
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

山
辺
古
墳
跡
地
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

148
　
銅
矛
出
土
地

銅
矛
出
土
地
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

（
山
本
町
）�

149
　
岩
神
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

岩
神
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

150
　
金
蔵
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

金
蔵
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

151
　
宮
山
窯
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

宮
山
窯
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

152
　
鬼
ヶ
臼
伝
承
遺
跡
群
…
…
…
（
高
瀬
町
）

鬼
ヶ
臼
伝
承
遺
跡
群
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

������������

153
　
吉
田
古
墳
群
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

吉
田
古
墳
群
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

154
　
橘
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

橘
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

���

155
　
不
動
ヶ
滝
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

不
動
ヶ
滝
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

156
　
妙
見
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

妙
見
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

157
　
八
紘
山
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

八
紘
山
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

158
　
磯
菜
天
神
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

磯
菜
天
神
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

159
　
鮎
返
り
の
滝

鮎
返
り
の
滝
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

（
財
田
町
）�

���������

160
　
世
の
中
桜

世
の
中
桜
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

（
財
田
町
）�

���

161
　
菅
生
神
社
社
叢
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

菅
生
神
社
社
叢
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

�

162
　
志
々
島
の
大
く
す
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

志
々
島
の
大
く
す
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

�

163
　
履
脱
八
幡
神
社
の
松
林
…
…
（
仁
尾
町
）

履
脱
八
幡
神
社
の
松
林
…
…
（
仁
尾
町
）�

164
　
吉
祥
院
の
万
寿
ハ
ク
…
…
…
（
仁
尾
町
）

吉
祥
院
の
万
寿
ハ
ク
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

165
　
常
徳
寺
の
雌
雄
ソ
テ
ツ
…
…
（
仁
尾
町
）

常
徳
寺
の
雌
雄
ソ
テ
ツ
…
…
（
仁
尾
町
）�

166
　
賀
茂
神
社
羽
衣
の
松
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
羽
衣
の
松
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

167
　
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

168
　
平
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

平
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

169
　
威
徳
院
の
無
量
寿
ハ
ク
…
…
（
高
瀬
町
）

威
徳
院
の
無
量
寿
ハ
ク
…
…
（
高
瀬
町
）�

�

インタビュー�

生里ももて祭保存会�
代表　大江壽昭さん�

　
も
も
て
の
由
来
は
、
地
域
の
安
寧
を
祈

願
す
る
と
と
も
に
厄
年
の
厄
払
い
や
五
穀

豊
穣
を
願
い
、
大
変
厳
し
い
し
き
た
り
を

何
百
年
も
守
り
続
け
、
人
か
ら
人
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
由
緒
正
し
い
祭
り
で
す
。�

　
生
里
も
も
て
祭
は
、
安
永
年
間
か
ら
現

在
ま
で
約
1
0
0
0
年
の
歴
史
が
あ
り
、

詫
間
町
生
里
の
三
寶
荒
神
宮
で
旧
暦
の
2

月
1
日（
現
在
は
こ
の
日
に
一
番
近
い
日

曜
日
）に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
頭
屋
・

潮
垢
離
の
儀
式
・
紋
付
羽
織
袴
な
ど
ほ
ぼ

昔
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
祭
り
の
内
容
す

べ
て
が
厳
し
い
取
り
決
め
で
守
ら
れ
て
い

る
の
も
生
里
も
も
て
祭
の
特
徴
で
す
。�

　
射
手
が
、
厄
払
い
や
五
穀
豊
穣
・
大
漁

祈
願
・
家
内
安
全
な
ど
の
願
い
が
書
か
れ

た
『
扇
の
的
』
を
次
々
に
射
っ
て
い
き
ま
す
。

見
事
に
矢
が
当
た
る
と
境
内
の
見
物
客
か

ら
大
歓
声
。
矢
を
外
す
と
ヤ
ジ
の
嵐
で
す
。

た
だ
、
ヤ
ジ
が
飛
ん
で
賑
や
か
な
ほ
ど
、

そ
の
年
の
漁
が
い
い
と
さ
れ
る
の
で
、
み

ん
な
で
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
ま
す
（
笑
）�

　
み
ん
な
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
お
花
（
お

金
）
が
た
く
さ
ん
出
る
の
で
、
昔
か
ら
言

い
合
い
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
け
ん
か
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
神
社
の
中
で
は
け

ん
か
も
い
い
。
た
だ
し
神
社
を
出
た
ら
恨

を
残
さ
ず
忘
れ
る
」
と
い
う
取
り
決
め
が

あ
る
ぐ
ら
い
で
、
別
名
『
け
ん
か
も
も
て
』

と
言
わ
れ
ま
す
。�

　
最
近
は
け
ん
か
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

厳
粛
な
中
で
も
賑
や
か
な
祭
り
と
し
て
、

後
世
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。�

　
祭
り
の
1
カ
月
ほ
ど
前
に
自
治
会
長
が

頭
屋
を
指
名
し
ま
す
。
そ
の
頭
屋
が
本
神

宮
へ
進
み
、
神
の
前
で
く
じ
を
引
い
て
本
頭

（
頭
屋
の
代
表
者
）を
決
定
し
ま
す
。�

　
ま
た
、前
頭（
昨
年
の
頭
屋
）と
来
頭（
来

年
の
頭
屋
）は
生
里
に
住
所
が
あ
る
若
者

か
ら
5
人
ず
つ
射
手
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。�

　
本
頭
は
祭
り
の
記
録
帳
に
書
き
記
し
て

あ
る
厳
し
い
取
り
決
め
に
従
っ
て
す
べ
て
の

準
備
を
始
め
ま
す
。
1
カ
月
も
前
か
ら
潮

垢
離
の
儀
式（
裸
で
海
に
入
り
体
を
清
め
る

行
）を
毎
晩
行
い
ま
す
。
祭
の
前
日
に
は
、

射
手
も
こ
の
潮
垢
離
の
儀
式
を
行
い
ま
す
。�

　
的
づ
く
り
も
古
式
の
ま
ま
に
行
っ
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
で

的
に
使
う
竹
を
取
っ
て
き
て
編
み
、障
子
紙

と
半
紙
を
貼
り
ま
す
。
わ
ら
で
筆
を
作
り
、

な
す
び
の
茎
を
焼
い
た
墨
で
的
を
書
き
ま
す
。�

　
荘
内
の
も
も
て
祭
は
、
八
ッ
浦
（
家
の
浦
、

名
部
戸
浦
、
大
浜
浦
、
生
里
浦
、
箱
浦
、
積

浦
、
粟
島
浦
、
香
田
浦
）
の
各
浦
々
で
道
人

組
合
を
作
り
、
各
浦
ご
と
に
こ
れ
を
伝
承
し
、

各
浦
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。�

　
大
浜
も
も
て
祭
は『
さ
る
と
り
も
も
て
』

や『
砂
く
い
も
も
て
』と
呼
ば
れ
、船
越
八
幡

神
社
の
神
事
の
一
つ
と
し
て
7
2
4
年（
神

亀
元
年
）に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　『
さ
る
と
り
も
も
て
』の
由
来
は
、
射
手

が
お
さ
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
投
げ
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、魔
よ
け
の
さ
る
、長
寿
の
さ
る
と
い

わ
れ
「
厄
を
去
る
」
こ
と
か
ら
、
射
手
の
投

げ
た
お
さ
る
を
見
物
人
は
競
っ
て
拾
い
、

お
守
り
と
し
て
大
切
に
持
ち
帰
り
ま
す
。�

　
射
手
は
大
浜
に
住
ん
で
い
る
人
の
中
か

ら
、
厄
年
の
人
や
新
成
人
を
優
先
し
て
12

人
決
め
ま
す
。
射
手
の
練
習
は
、
弓
の
使

い
方（
小
笠
原
古
流
）に
始
ま
り
、
歌
の
練

習
も
行
い
ま
す
。
歌
は
頌
賀
節（
シ
ョ
ン
ガ

エ
ー
）と
呼
ば
れ
る
歌
で
、
こ
れ
を
射
手
が

歌
い
ま
す
。
最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
祭
り
ま
で
に
は
、
見
物
人
を

楽
し
ま
せ
る
ま
で
に
な
り
ま
す
（
笑
）�

�

　
平
成
15
年
に
文
化
庁
の
事
業
で
小
学
生

を
対
象
に
『
大
浜
子
ど
も
も
も
て
教
室
』を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
3
年
で
終
わ
っ
た

の
で
す
が
、
引
き
続
き
大
浜
も
も
て
祭
の

中
で
『
子
ど
も
も
も
て
祭
』
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
も
も
て
に
馴
染

ん
で
も
ら
い
、
受
け
継
い
で
い
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
ら
ね
。�

　
も
も
て
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
船
越
八

幡
神
社
の
絵
馬
堂
に
記
録
し
た
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
を
解
読
し
、
と
り
ま
と
め
た
も

の
に
従
っ
て
、
現
在
、
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
大
浜
の
も
も
て

は
昭
和
初
期
に
一
度
途
絶
え
て
い
る
ん
で

す
。
し
か
し
、
昭
和
52
年
に
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
地
元
で

復
活
し
よ
う
と
の
気
運
が
高
ま
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
昭
和
55
年
に

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

�

　
射
手
が
お
さ
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
投
げ

る
こ
と
か
ら
付
い
た
『
さ
る
と
り
も
も
て
』。

こ
の
お
さ
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
地
元
の
人
々

が
全
員
で
手
作
り
し
て
い
ま
す
。�

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
」
の
背
中
に
お
守
り
と
し
て
縫
い
付

け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。�

インタビュー�

大浜ももて祭保存会�
代表　江頭昌道さん�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲毎年、大勢の見物客が訪れます�

▲体をぐっとかがめ的をねらう小笠原古流という�
　独特の方法で矢を放ちます�

▲次の世代に引き継いでいくために子どもももてを開催�

し
お
ご
お
り�

さ
ん
ぽ
う
こ
う
じ
ん
ぐ
う�

と
う
や�

ま
え
と
う�

ほ
ん
ど
う�

や
く�

ら
い
と
う�

い
て

�

▲おさるのぬいぐるみは厄を去る�
さ�

市
指
定
天
然
記
念
物�

�

県
指
定
天
然
記
念
物�

�

市

指

定

名

勝

�
天

然

記

念

物

�
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子
持
庵
の
イ
チ
ョ
ウ
…
…
…
（
高
瀬
町
）

子
持
庵
の
イ
チ
ョ
ウ
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

171
　
財
田
駅
前
タ
ブ
ノ
キ
…
…
…
（
財
田
町
）

財
田
駅
前
タ
ブ
ノ
キ
…
…
…
（
財
田
町
）�

���������������

172
　
下
高
瀬
簡
易
郵
便
局

下
高
瀬
簡
易
郵
便
局�

　
　
（
旧
丸
岡
呉
服
店

　
　
（
旧
丸
岡
呉
服
店
）…
…
…
…

…
…
…
…（
三
野
町
）

三
野
町
）�

173
　
粟
島
海
洋
記
念
館
本
館

粟
島
海
洋
記
念
館
本
館�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
本
館

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
本
館
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

174
　
粟
島
海
洋
記
念
館
資
料
館

粟
島
海
洋
記
念
館
資
料
館�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

175
　
粟
島
海
洋
記
念
館
研
修
棟

粟
島
海
洋
記
念
館
研
修
棟�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

176
　
粟
島
海
洋
記
念
館
武
道
場

粟
島
海
洋
記
念
館
武
道
場�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
柔
道
場

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
柔
道
場
）（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

177
　
粟
島
海
洋
記
念
館
門
柱

粟
島
海
洋
記
念
館
門
柱�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
門
柱

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
門
柱
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

インタビュー�
粟島ももて祭保存会�
中西 敏文さん・山北 友好さん・田尾 啓司さん�
（左より）�

以
上
、
三
豊
市
の

以
上
、
三
豊
市
の
1
7
1

1
7
1
点
の
指
定
文
化

点
の
指
定
文
化

財
と
財
と
6
点
の
登
録
有
形
文
化
財

点
の
登
録
有
形
文
化
財
。�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲的までの距離は28m。練習しないと当たりません�

▲日々の練習の成果をお披露目する場でもあります�

　
粟
島
も
も
て
祭
は
、
粟
島
神
社
の
祈
年

祭
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
祈
年
祭
は
、
そ
の
年
の
豊
作
豊
漁
を
祈

願
す
る
神
事
で
す
。
各
氏
子
の
家
内
安
全
・

無
病
息
災
な
ど
、
特
に
粟
島
で
は
船
乗
り

が
多
い
の
で
、
海
上
安
全
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
男
42
歳
、
女
33
歳
の
厄
払

い
も
兼
ね
て
い
ま
す
。�

　
島
民
は
、
農
漁
閑
期
に
弓
道
を
習
い
、

祭
り
の
日
に
大
衆
の
前
で
演
技
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

　
粟
島
も
も
て
祭
は
、約
2
0
0
軒
の
島
民

み
ん
な
で
守
っ
て
い
る
大
切
な
行
事
で
す
。�

　
今
、
射
手
の
最
高
齢
は
88
歳
。
一
番
若

く
て
も
還
暦
前
後
で
、
全
体
的
に
高
齢
化

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
祭
り
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
し
な
い
と
的
に
当
た
ら
な
い
（
笑
）

な
ん
せ
、
粟
島
の
も
も
て
は
、
的
ま
で
の
距

離
が
遠
い
。
昔
は
12
間
＝
21.

6
m
で
し
た

が
、
今
は
28
m
も
あ
り
、
的
の
直
径
は
36�

cm
。
本
番
は
扇
子
で
行
う
の
で
、
練
習
し

て
い
な
い
と
当
た
り
ま
せ
ん
。�

�

　
弓
を
引
く
練
習
が
必
要
な
の
で
、
昨
日

今
日
帰
っ
て
き
て
で
き
る
祭
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
や
は
り
島
に
残
っ
て
い
る
人
で

続
け
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
よ（
笑
）�

　
粟
島
の
も
も
て
祭
も
、
昔
は
頭
屋
制
が

あ
り
村
の
中
で
順
番
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

射
手
は
本
頭
屋
か
ら
6
人
、
副
頭
屋
か
ら

6
人
、
頭
人
（
神
事
の
お
手
伝
い
を
す
る

人
）
と
い
う
子
ど
も
も
1
人
選
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
頭
屋
も
射
手
も
1
週
間

ほ
ど
行
に
入
っ
て
、
熱
い
風
呂
に
入
っ
た

り
、
海
で
身
体
を
清
め
た
り
（
潮
垢
離
）

し
て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
子
ど
も
が
い
な
く
な
り
、
子

ど
も
が
務
め
て
い
た
頭
人
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
に
、
頭
屋
制
度
も
一
緒
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
神
社
の
社
務
所

で
1
日
行
事
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
先
月
か
ら
2
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た

文
化
財
は
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
無
形
民
俗
文
化
財
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
的
事
件
や
神
事
、
生

活
文
化
な
ど
か
ら
生
ま
れ
、
史
跡
や
有
形

文
化
財
な
ど
と
共
に
、
そ
れ
自
体
が
地
域

の
歴
史
、
文
化
を
形
づ
く
り
ま
す
。
現
代

か
ら
見
る
と
、
三
豊
市
の
文
化
財
は
、
三

豊
の
歴
史
・
文
化
を
物
語
る
証
人
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。�

　
三
豊
市
の
自
然
が
三
豊
市
以
外
に
存
在

し
な
い
よ
う
に
、
歴
史
や
文
化
も
三
豊
市

以
外
に
全
く
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
詳
し
く
知

ろ
う
と
す
れ
ば
、
歴
史
・
文
化
な
ど
を
ま

ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

文
化
財
は
自
ら
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
特
徴
や
重
要
性
を
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
三
豊
市
は
、
平
成
18
年
に
誕
生
し
た
新

し
い
市
で
す
。
で
す
か
ら
、
全
国
的
に
知

名
度
が
高
い
と
は
い
え
な
い
し
、
今
後
、

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要

も
あ
る
で
し
ょ
う
。�

　
そ
う
し
た
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
三

豊
市
の
歴
史
的
・
文
化
的
環
境
に
関
心
を

持
ち
、
そ
の
特
色
や
個
性
を
正
し
く
理
解

す
れ
ば
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
が
さ
ら
に

大
き
く
な
り
、
文
化
財
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
も
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
ま
ず
は
、
訪
問
客
に
対
し
て
、
市
民
が

三
豊
市
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
力
で

三
豊
市
を
全
国
・
海
外
に
発
信
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。�

登
録
有
形
文
化
財�

宗吉かわらの里展示館　�
館 長（主席文化財専門員）　�
渡部　明夫さん�

来
月
号
か
ら
、
三
豊
市
の
文
化
財
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
『
文
化
財
を
訪
ね
て
』
が
始
ま
り
ま
す
。�

�

ぎ
ょ
う�

し
お
ご
お
り�


